
賛助金ありがとうございます

■10万円 宮原　洋一 S34　　江成藤吉郎 S54
■８万円 加藤海士郎 S38
■５万円 福沢利三郎 S36
■３万円 富田　勝彦 S18　　大坪　陸三 S32　　松本　勝馬 S36
 野田　幸男 S41　　林　松治郎 S63
■２万８千円 山本　一郎 S23 
■２万 半田　敏久 S29　　桶下田雄三 S34　　蓮見　一之 S34
 池田　好孝 S35　　高橋　利男 S36　　佐久間慶一 S44
 斉藤　尚義 S50　　鈴木　八郎 S50　　柳田　紀之 S58
■１万８千円 楠本　　正 S43 
■１万５千円 城戸口大助 S63
■１万２千円 崇東　勇希 H26
■１万円 三好　　達 S20-5　　山田　元鏡 S22　　小岩井明夫 S29  
 猪狩　　節 S30　　蟻川　治男 S31　　藤枝　康一 S34  
 野島　　巧 S35　　長野作武郎 S36　　町田　洋司 S36  
 佐藤　昌幸 S40　　高橋　岩和 S40　　高橋　政一 S40  
 藪　　勇次 S42　　水越　好治 S43　　大森　康司 S56  
 笹木　　薫 S56　　内藤　政則 S57　　鈴木　　誠 S61  
 西川　和映 H15　　若山　大晃 S25　　薩川　友吾 H30
■９千円 小林　伸伍 H23
■８千円 飯田　久治 S27　　米田　利民 S28　　佐藤　公一 S29   
 三浦　輝雄 S33　　坂本　隆博 S42　　細渕　貴芳 S42   
 柳町　崇雄 S43　　大野　慎時 H30　　増田　伸二 R8
■７千円　 内野　　哲 S29　　宮本　栄介 S31
■６千円　 丹羽　義就 S25　　平山　誠一 S31　　峰岸　健一 S50   
 中島　　脩 H27
■５千円　 髙木　　光 S30　　宗村　隆博 S33　　植松喜代光 S36   
 上村　輝夫 S37　　山本　征正 S41　　京正　　等 S43   
 山本　　貢 S44　　細谷　洋太 S59　　磯野　弘三 S60   
 横山　　勉 H2
■４千円　 中山孝次郎 S17　　鈴木　秀明 S38　　三浦　昭夫 S48
■３千５百円　 小松　茂 S41 
■３千円　 高坂　和久 S19　　長田　藤治 S30　　千野　浩一 S34  
 戸崎　紀昭 S34　　風間　克美 S37　　中村　政信 S40   
 山崎　行雄 S44　　金子　隆一 S52
■２千円　 井上　秀夫 S22　　山内　久男 S24　　原　　喜平 S25   
 原　　　正 S29　　船橋　政徳 S30　　大高　好久 S31   
 舛田　昭夫 S33　　大内　照夫 S34　　三宅　義彦 S35   
 矢島良治朗 S35　　石綿　孝充 S36　　和田　英昭 S37   
 大井　克昭 S38　　大森　健次 S40　　綱頭　倭夫 S41  
 神代　泰男 S42　　相馬　正明 S42　　木崎　喜一 S43  
 小林　　修 S44　　柴田　　悟 S44　　小松　達佳 S45   
 小山　昌男 S45　　石田　和裕 S53　　西村　和広 S55   
 小竹　章嗣 S59　　丹野　広己 S60　　菊池　秀明 S62  
 畠山　晋一 H2 西郷　泰之 H3 岡川　貴浩 H7  
 黒松　大盛 H29 佐藤　　航 R2 向山　英司 R2 
 和知　修雅 R3

　賛助金のお申し出以外で、終身会費が払い込みにもかかわらず余計に
お支払い頂いた額を賛助金として入金させて頂きました。
　誠にありがとうございます。（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで受付分）

国登録有形文化財　設計：今井 兼次（大正 2年卒業　建築家･早稲田大学名誉教授）国登録有形文化財　設計：今井 兼次（大正 2年卒業　建築家･早稲田大学名誉教授）国登録有形文化財　設計：今井 兼次（大正 2年卒業　建築家･早稲田大学名誉教授）

会員各位

　日本学園梅窓会の運営には、平素からご高配を賜り誠に有難うございます。
梅窓会の事業は、皆様の年会費と賛助会費（ご寄付）によって運営されておりますが、昨今は、急激な物価上昇により事業
活動の維持継続が困難となっており、これからも梅窓会が会員相互の親睦と啓発を継続できますよう、ＯＢの皆様の会費と
ご寄付が必要です。
　年会費は2,000 円です。　終身会費は40,000 円です。また、賛助会費（ご寄付）も受け付けております。
　※同封の払込票（郵便振替用紙）で納入をお願い申し上げます。

令和四年五月　日本学園梅窓会　会長　加藤海士郎（S38 年卒）

会費（賛助会費）納入のお願い

卒年／氏名／逝去年月日

S14 笹本　繁宏　R元 .10.8
S16 井上　　實　R3.11.11
S17 星野　嘉彦　H3.12.13
S17 恩田　利夫　
S17 久富　　潮　R3.12.18
S19 安田　明正　
S20（4）　小林　康光　H29.10.22
S20（5）　清原昭二郎　R3.1.25
S23 藤井　　健　R3.6.14
S25 渡辺　　豊　R3.6.28
S25 山室　和夫　R3.10.24
S28 松本　貴司　R4.1.2
S32 野島　孝夫　R3.3.16
S33 池田　　浩　R3.6.28

S34　藤枝　康一　H3.4.25
S34　松本　正彦　R元
S34　渡辺　　譲　R3.3.19
S34　大崎　嘉彦　R3.8.15
S34　小澤　孝好　R3.10.27
S34　高橋　喜義　R3.12.7
S35　松浦　忠彦　R3.1.14
S37　望月　勝邦　
S38　亀山　幸昭　R3.11.1
S38　川本　雅之　R3.11.2
S40　西本　晃彦　R元
S49　瀬川　　功　H30.5
S52　斉藤　　剛　R3.4
S60　武藤　滋朗　R2.4.15

哀悼（敬称略　順不同）

梅窓会会員の方がご逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。
（令和 3 年 4 月1日から令和 4 年 3月 31日まで受付分）

会費納入はカンタンです

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。
年 会 費 1口：2,000円以上 毎年1回／同封の郵便振替用紙で納入してください。
 年会費2口以上の2,000円を超える額は賛助会費に組み込みます。
終身会費 40,000円 最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

賛助金総額　1,222,500円
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令和三年度予算 令和三年度決算

収入

正会員（終身）収入 240,000 560,000

正会員（年間）収入 160,000 200,000

（*）賛助会費（余剰会費分） 800,000 1,222,500

正会員収入　計 1,200,000 1,982,500

準会員収入 1,911,600 1,893,000

雑収入 50,100 50,085

寄付金 61,456

収入合計 3,161,700 3,987,041

支出

委員会運営費 550,000 488,568

通信費 304,000 585,071

旅費交通費 20,000 0

事務費・消耗費 77,000 41,828

会議費 40,000 104,760

雑費 140,000 43,070

口座徴収料金 60,000 50,294

慶弔費 30,000 0

人件費 300,000 280,700

水道光熱費 100,000 100,000

一般管理費　計 1,621,000 1,694,291

備品費 40,000 40,629

卒業記念品費 400,000 461,125

会報費 1,100,000 689,793

広報費 132,000

学園行事協力費 90,000 0

学園行事支援費 200,000 60,000

補助寄付金（奨学金） 500,000 1,000,000

予備費 40,000 0

業務運営費計 2,370,000 2,383,547

支出合計 3,991,000 4,077,838

収支差額 -829,300 -90,797

次期繰越金 9,347,216 9,256,419

令和三年度決算（案）

監　査　報　告　書

日本学園梅窓会
　会長　加藤海⼠郎　殿

　日本学園梅窓会　令和３年度決算については提⽰された
帳簿および証票類などを監査した結果その処理は適正に執
⾏されたことを認めます。

令和４年４⽉２６日
日本学園梅窓会　監事　稲垣　⼀郎

監事　熊倉　英⼈

大学合格並びに進路決定おめでとう。

四年制大学 専門職大学

国公立大学校

大学名 合格者数

青山学院大学 3

亜細亜大学 5

桜美林大学 8

神奈川大学 5

神奈川工科大学 1

関東学院大学 1

北里大学 3

杏林大学 4

工学院大学 3

國學院大學 3

国士館大学 9

駒沢大学 8

産業能率大学 1

芝浦工業大学 2

上智大学 1

湘南工科大学 1

尚美学園大学 3

駿河台大学 1

成蹊大学 1

成城大学 1

専修大学 7

大正大学 2

大東文化大学 4

高千穂大学 4

拓殖大学 3

多摩大学 13

玉川大学 3

中央大学 7

帝京大学 26

帝京科学大学 5

帝京平成大学 4

桐蔭横浜大学 1

東海大学 2

東京有明医療大学 2

大学名 合格者数

東京医療学院大学 2

東京経済大学 5

東京工科大学 4

東京工芸大学 2

東京国際大学 3

東京成徳大学 1

東京電機大学 4

東京都市大学 7

東京農業大学 2

東京薬科大学 3

東洋大学 9

東洋学園大学 2

獨協大学 5

日本大学 12

日本ウェルネススポーツ大学 1

日本工業大学 1

日本体育大学 1

日本文化大学 2

文京学院大学 2

法政大学 7

明海大学 2

明治大学 11

明星大学 7

目白大学 1

山梨学院大学 1

横浜商科大学 2

立教大学 4

立正大学 4

立命館大学 3

立命館アジア太平洋大学 1

流通経済大学 1

早稲田大学 8

大学名 合格者数

東京医療専門職大学 1

国際ファッション専門職大学 1

大学名 合格者数

岐阜大学 1

高崎経済大学 1

東京都立大学 1

北海道大学 1



叡智の鏡を磨きつつ　～伝統を引き継ぐ意味～

日本学園の卒業式には卒業後25年と50年の諸先輩が招待される伝

統がある。私が卒業する時にも諸先輩が紹介され、歴史と伝統の重みを

感じたものである。それから25年後の2019年に、恩師でもある磯崎喜

則先生（昭和48年卒）からお声掛けを頂いた。久しぶりに正門を潜り、

大きな楠と校祖・杉浦重剛先生の銅像とそして、1号館の荘厳な建物な

ど、昔と変わらない学舎の姿があった。常任幹事でありながら、これま

で疎遠であった梅窓会とは、この卒業式以降より深い関りを持つよう

になった。幾多の先輩たちが築きあげた伝統と校風の重みを改めて実

感する中で、日校健児の魂に火がついたともいえる。

　現在、梅窓会では、「次世代梅窓会」が動き出し、40代以下を中心に新

たなネットワーク作りが進んでいる。嬉しいことに、かつて非常勤講師

をしていた時の教え子たちも集まりつつあり、「教え子」としてだけでなく、「後輩」としての関りが増えてい

る。40代以下の層は、社会人として多忙な日々を送っており、オンラインを活用した梅窓会総会など、今の時代

にフィットした梅窓会ネットワークの形成が必要である。

　一方、2021年12月に日本学園は、明治大学との系列校化として基本合意を締結することが発表された。卒業

生としては驚きであると同時に、学校教育に関わるものとして、急速に進む少子化は、私立学校にとって深刻

な問題である。進学や部活の実績だけでは生徒確保が難しく、より学校経営の困難さを痛感している。「日本学

園中学・高等学校」から「明治大学付属世田谷中学・高等学校」への校名変更は、卒業生としてのよりどころを失

うものでもある。その意味でも、日本学園の伝統と教育の継承を願い、そしてそれを語り合う場が必要である。

日本学園の礎を継承する意味でも、是非、「次世代梅窓会」に参加していただき、様々な分野で活躍している同

窓生との繋がりとその交流を広げていきたい。

　「次世代梅窓会」の若い世代は、ちょうど、「自分がなにをやりたいか」迷っている年代でもある。様々な分野

で活躍している先輩たちに語ることで、自らの人生の幸せの方向を確かめるだけでなく、経験に裏打ちされた

知恵や勇気を与えていただき、「叡智の鏡」を磨くことにもつながる。是非とも「次世代梅窓会」へのご参加をお

待ちしております。

　系列校化が始動する2026年は、くしくも日本学園創設141年にあたる。男子校として140年間培ってきた伝

統を引き継ぎながら、共学化という新たな風を吹き込むことで、生徒同士が刺激をし合い、学習の深まりが新

たな歴史として踏み出していくことを期待すると同時に、「次世代梅窓会」も連携しつつ、伝統継承に協力して

いきたい。

　令和３年度卒（第１３０回卒業）の常任幹事３名が決定しました。
卒業式を目前に控えた３月２日（水）11時に日学会議室にクラス幹事１２名（A～F組各２名）が集合。
　梅総会若手育成担当から梅総会概要の説明や参加者全員の自己紹介があり、その中から学年代表幹事となる
３名を選出。この３名は自ら手を挙げ、気合が入っていました。
　この３名はA組石井連と杉田秀C組中山亮我の諸君。
　また、去年学園を卒業した常任幹事の大竹、益山、両君の立ち会いがありました。
　今回集まった１２名は令和４年３月に学園を巣立ち梅総会正会員となります。
　学園との絆を大切に、活躍を祈ります。

梅総会会員育成担当　清水正敏（S41年卒）

議案：日本学園梅窓会総会を下記のとおり執り行います。
　①日時:令和4年6月 25 日(土) 10 時から 11 時30分 常任幹事会
　②日時:令和4年6月 25 日(土) 13 時から 15 時00分 梅窓会総会
　①②開催場所:日本学園中学校・高等学校内 3 号館会議室

議題
　●令和 3 年度事業報告
　●令和 3 年度決算報告
　●令和４年事業計画(案)
　●令和４年予算案の審議・承認
　●規約改正その他

　多くの会員の参加をお待ちしております。
　出欠連絡を同封のハガキにてお願いいたします。　※ハガキは総会委任状を兼ねています。欠席の場合も必ず返信願います。

学校法人明治大学と系列校連携に関する協定を締結

阿部英之助（大東文化大学社会学部・准教授）

日本学園高等学校（H６年卒）。東洋大学大学院社会学研究科博士後期課程修了、博士（社会学）。和歌山大学教育学部特任准教授、
名古屋大学大学院教育発達科学研究科特任講師を経て、2018年より現職。2007年から2012年まで日本学園中学・高等学校非常勤
講師、2021年5月より学校法人日本学園評議員。明治大学でも教職科目を担当。

令和３年度卒（第１３０回卒業）の常任幹事３名が決定しました。

常任幹事会と総会開催案内：6月25日午前（常任幹事会）　午後（梅窓会総会）

　学校法人日本学園は、学校法人明治大学との系列校化基本合意書締結（2021年12月23日）後、協議を進め、3月
31日に系列校連携に関する協定を締結しました。

協定の主な内容は以下のとおりです。

（１）2026年４月１日から日本学園中学校・高等学校を明治大学の系列校とする。

（２）学校名を明治大学付属世田谷中学校・高等学校とする。

（３）系列校化と同時に男女共学校とする。

（４）明治大学への付属高等学校推薦入学試験による入学者の受け入れは2029年度からとする。

　主な内容は、系列校化基本合意書から変更はありません。引き続き2026年度からの系列校開設に向け、協議を
進めてまいります。卒業生のおよそ７割（約200名）以上が、明治大学へ推薦入学試験によって進学できる教育体
制の構築を目指します。なお、今後定める推薦基準については、既存の明治大学付属校・系列校に準じるものを検
討しています。

理事長　松本勝馬　コメント

このたび、伝統ある明治大学の系列校に加わることとなり、大変嬉しく思います。この締結により、長い歴史を歩
んできた両法人が、ともに手を携えて新たな時代への教育に挑んでいくことに、身の引き締まる思いが致します。
　共学校として世田谷の緑多き豊かな環境に恵まれた本校で、時代の変化に則した基礎学力と人格の形成を養
い、明治大学で本格的な学問に取り組める生徒を育てます。明治大学付属世田谷中学校・高等学校の今後にご期
待ください。
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叡智の鏡を磨きつつ　～伝統を引き継ぐ意味～

日本学園の卒業式には卒業後25年と50年の諸先輩が招待される伝

統がある。私が卒業する時にも諸先輩が紹介され、歴史と伝統の重みを

感じたものである。それから25年後の2019年に、恩師でもある磯崎喜

則先生（昭和48年卒）からお声掛けを頂いた。久しぶりに正門を潜り、

大きな楠と校祖・杉浦重剛先生の銅像とそして、1号館の荘厳な建物な

ど、昔と変わらない学舎の姿があった。常任幹事でありながら、これま

で疎遠であった梅窓会とは、この卒業式以降より深い関りを持つよう

になった。幾多の先輩たちが築きあげた伝統と校風の重みを改めて実

感する中で、日校健児の魂に火がついたともいえる。

　現在、梅窓会では、「次世代梅窓会」が動き出し、40代以下を中心に新

たなネットワーク作りが進んでいる。嬉しいことに、かつて非常勤講師

をしていた時の教え子たちも集まりつつあり、「教え子」としてだけでなく、「後輩」としての関りが増えてい

る。40代以下の層は、社会人として多忙な日々を送っており、オンラインを活用した梅窓会総会など、今の時代

にフィットした梅窓会ネットワークの形成が必要である。

　一方、2021年12月に日本学園は、明治大学との系列校化として基本合意を締結することが発表された。卒業

生としては驚きであると同時に、学校教育に関わるものとして、急速に進む少子化は、私立学校にとって深刻

な問題である。進学や部活の実績だけでは生徒確保が難しく、より学校経営の困難さを痛感している。「日本学

園中学・高等学校」から「明治大学付属世田谷中学・高等学校」への校名変更は、卒業生としてのよりどころを失

うものでもある。その意味でも、日本学園の伝統と教育の継承を願い、そしてそれを語り合う場が必要である。

日本学園の礎を継承する意味でも、是非、「次世代梅窓会」に参加していただき、様々な分野で活躍している同

窓生との繋がりとその交流を広げていきたい。

　「次世代梅窓会」の若い世代は、ちょうど、「自分がなにをやりたいか」迷っている年代でもある。様々な分野

で活躍している先輩たちに語ることで、自らの人生の幸せの方向を確かめるだけでなく、経験に裏打ちされた

知恵や勇気を与えていただき、「叡智の鏡」を磨くことにもつながる。是非とも「次世代梅窓会」へのご参加をお

待ちしております。

　系列校化が始動する2026年は、くしくも日本学園創設141年にあたる。男子校として140年間培ってきた伝

統を引き継ぎながら、共学化という新たな風を吹き込むことで、生徒同士が刺激をし合い、学習の深まりが新

たな歴史として踏み出していくことを期待すると同時に、「次世代梅窓会」も連携しつつ、伝統継承に協力して

いきたい。

　令和３年度卒（第１３０回卒業）の常任幹事３名が決定しました。
卒業式を目前に控えた３月２日（水）11時に日学会議室にクラス幹事１２名（A～F組各２名）が集合。
　梅総会若手育成担当から梅総会概要の説明や参加者全員の自己紹介があり、その中から学年代表幹事となる
３名を選出。この３名は自ら手を挙げ、気合が入っていました。
　この３名はA組石井連と杉田秀C組中山亮我の諸君。
　また、去年学園を卒業した常任幹事の大竹、益山、両君の立ち会いがありました。
　今回集まった１２名は令和４年３月に学園を巣立ち梅総会正会員となります。
　学園との絆を大切に、活躍を祈ります。

梅総会会員育成担当　清水正敏（S41年卒）

議案：日本学園梅窓会総会を下記のとおり執り行います。
　①日時:令和4年6月 25 日(土) 10 時から 11 時30分 常任幹事会
　②日時:令和4年6月 25 日(土) 13 時から 15 時00分 梅窓会総会
　①②開催場所:日本学園中学校・高等学校内 3 号館会議室

議題
　●令和 3 年度事業報告
　●令和 3 年度決算報告
　●令和４年事業計画(案)
　●令和４年予算案の審議・承認
　●規約改正その他

　多くの会員の参加をお待ちしております。
　出欠連絡を同封のハガキにてお願いいたします。　※ハガキは総会委任状を兼ねています。欠席の場合も必ず返信願います。

学校法人明治大学と系列校連携に関する協定を締結

阿部英之助（大東文化大学社会学部・准教授）

日本学園高等学校（H６年卒）。東洋大学大学院社会学研究科博士後期課程修了、博士（社会学）。和歌山大学教育学部特任准教授、
名古屋大学大学院教育発達科学研究科特任講師を経て、2018年より現職。2007年から2012年まで日本学園中学・高等学校非常勤
講師、2021年5月より学校法人日本学園評議員。明治大学でも教職科目を担当。

令和３年度卒（第１３０回卒業）の常任幹事３名が決定しました。

常任幹事会と総会開催案内：6月25日午前（常任幹事会）　午後（梅窓会総会）

　学校法人日本学園は、学校法人明治大学との系列校化基本合意書締結（2021年12月23日）後、協議を進め、3月
31日に系列校連携に関する協定を締結しました。

協定の主な内容は以下のとおりです。

（１）2026年４月１日から日本学園中学校・高等学校を明治大学の系列校とする。

（２）学校名を明治大学付属世田谷中学校・高等学校とする。

（３）系列校化と同時に男女共学校とする。

（４）明治大学への付属高等学校推薦入学試験による入学者の受け入れは2029年度からとする。

　主な内容は、系列校化基本合意書から変更はありません。引き続き2026年度からの系列校開設に向け、協議を
進めてまいります。卒業生のおよそ７割（約200名）以上が、明治大学へ推薦入学試験によって進学できる教育体
制の構築を目指します。なお、今後定める推薦基準については、既存の明治大学付属校・系列校に準じるものを検
討しています。

理事長　松本勝馬　コメント

このたび、伝統ある明治大学の系列校に加わることとなり、大変嬉しく思います。この締結により、長い歴史を歩
んできた両法人が、ともに手を携えて新たな時代への教育に挑んでいくことに、身の引き締まる思いが致します。
　共学校として世田谷の緑多き豊かな環境に恵まれた本校で、時代の変化に則した基礎学力と人格の形成を養
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賛助金ありがとうございます

■10万円 宮原　洋一 S34　　江成藤吉郎 S54
■８万円 加藤海士郎 S38
■５万円 福沢利三郎 S36
■３万円 富田　勝彦 S18　　大坪　陸三 S32　　松本　勝馬 S36
 野田　幸男 S41　　林　松治郎 S63
■２万８千円 山本　一郎 S23 
■２万 半田　敏久 S29　　桶下田雄三 S34　　蓮見　一之 S34
 池田　好孝 S35　　高橋　利男 S36　　佐久間慶一 S44
 斉藤　尚義 S50　　鈴木　八郎 S50　　柳田　紀之 S58
■１万８千円 楠本　　正 S43 
■１万５千円 城戸口大助 S63
■１万２千円 崇東　勇希 H26
■１万円 三好　　達 S20-5　　山田　元鏡 S22　　小岩井明夫 S29  
 猪狩　　節 S30　　蟻川　治男 S31　　藤枝　康一 S34  
 野島　　巧 S35　　長野作武郎 S36　　町田　洋司 S36  
 佐藤　昌幸 S40　　高橋　岩和 S40　　高橋　政一 S40  
 藪　　勇次 S42　　水越　好治 S43　　大森　康司 S56  
 笹木　　薫 S56　　内藤　政則 S57　　鈴木　　誠 S61  
 西川　和映 H15　　若山　大晃 S25　　薩川　友吾 H30
■９千円 小林　伸伍 H23
■８千円 飯田　久治 S27　　米田　利民 S28　　佐藤　公一 S29   
 三浦　輝雄 S33　　坂本　隆博 S42　　細渕　貴芳 S42   
 柳町　崇雄 S43　　大野　慎時 H30　　増田　伸二 R8
■７千円　 内野　　哲 S29　　宮本　栄介 S31
■６千円　 丹羽　義就 S25　　平山　誠一 S31　　峰岸　健一 S50   
 中島　　脩 H27
■５千円　 髙木　　光 S30　　宗村　隆博 S33　　植松喜代光 S36   
 上村　輝夫 S37　　山本　征正 S41　　京正　　等 S43   
 山本　　貢 S44　　細谷　洋太 S59　　磯野　弘三 S60   
 横山　　勉 H2
■４千円　 中山孝次郎 S17　　鈴木　秀明 S38　　三浦　昭夫 S48
■３千５百円　 小松　茂 S41 
■３千円　 高坂　和久 S19　　長田　藤治 S30　　千野　浩一 S34  
 戸崎　紀昭 S34　　風間　克美 S37　　中村　政信 S40   
 山崎　行雄 S44　　金子　隆一 S52
■２千円　 井上　秀夫 S22　　山内　久男 S24　　原　　喜平 S25   
 原　　　正 S29　　船橋　政徳 S30　　大高　好久 S31   
 舛田　昭夫 S33　　大内　照夫 S34　　三宅　義彦 S35   
 矢島良治朗 S35　　石綿　孝充 S36　　和田　英昭 S37   
 大井　克昭 S38　　大森　健次 S40　　綱頭　倭夫 S41  
 神代　泰男 S42　　相馬　正明 S42　　木崎　喜一 S43  
 小林　　修 S44　　柴田　　悟 S44　　小松　達佳 S45   
 小山　昌男 S45　　石田　和裕 S53　　西村　和広 S55   
 小竹　章嗣 S59　　丹野　広己 S60　　菊池　秀明 S62  
 畠山　晋一 H2 西郷　泰之 H3 岡川　貴浩 H7  
 黒松　大盛 H29 佐藤　　航 R2 向山　英司 R2 
 和知　修雅 R3

　賛助金のお申し出以外で、終身会費が払い込みにもかかわらず余計に
お支払い頂いた額を賛助金として入金させて頂きました。
　誠にありがとうございます。（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで受付分）

国登録有形文化財　設計：今井 兼次（大正 2年卒業　建築家･早稲田大学名誉教授）国登録有形文化財　設計：今井 兼次（大正 2年卒業　建築家･早稲田大学名誉教授）国登録有形文化財　設計：今井 兼次（大正 2年卒業　建築家･早稲田大学名誉教授）

会員各位

　日本学園梅窓会の運営には、平素からご高配を賜り誠に有難うございます。
梅窓会の事業は、皆様の年会費と賛助会費（ご寄付）によって運営されておりますが、昨今は、急激な物価上昇により事業
活動の維持継続が困難となっており、これからも梅窓会が会員相互の親睦と啓発を継続できますよう、ＯＢの皆様の会費と
ご寄付が必要です。
　年会費は2,000 円です。　終身会費は40,000 円です。また、賛助会費（ご寄付）も受け付けております。
　※同封の払込票（郵便振替用紙）で納入をお願い申し上げます。

令和四年五月　日本学園梅窓会　会長　加藤海士郎（S38 年卒）

会費（賛助会費）納入のお願い

卒年／氏名／逝去年月日

S14 笹本　繁宏　R元 .10.8
S16 井上　　實　R3.11.11
S17 星野　嘉彦　H3.12.13
S17 恩田　利夫　
S17 久富　　潮　R3.12.18
S19 安田　明正　
S20（4）　小林　康光　H29.10.22
S20（5）　清原昭二郎　R3.1.25
S23 藤井　　健　R3.6.14
S25 渡辺　　豊　R3.6.28
S25 山室　和夫　R3.10.24
S28 松本　貴司　R4.1.2
S32 野島　孝夫　R3.3.16
S33 池田　　浩　R3.6.28

S34　藤枝　康一　H3.4.25
S34　松本　正彦　R元
S34　渡辺　　譲　R3.3.19
S34　大崎　嘉彦　R3.8.15
S34　小澤　孝好　R3.10.27
S34　高橋　喜義　R3.12.7
S35　松浦　忠彦　R3.1.14
S37　望月　勝邦　
S38　亀山　幸昭　R3.11.1
S38　川本　雅之　R3.11.2
S40　西本　晃彦　R元
S49　瀬川　　功　H30.5
S52　斉藤　　剛　R3.4
S60　武藤　滋朗　R2.4.15

哀悼（敬称略　順不同）

梅窓会会員の方がご逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。
（令和 3 年 4 月1日から令和 4 年 3月 31日まで受付分）

会費納入はカンタンです

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。
年 会 費 1口：2,000円以上 毎年1回／同封の郵便振替用紙で納入してください。
 年会費2口以上の2,000円を超える額は賛助会費に組み込みます。
終身会費 40,000円 最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。

賛助金総額　1,222,500円
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Baisou information.
� （2021/4/1～2022/3/31 単位：円）

令和三年度予算 令和三年度決算

収入

正会員（終身）収入 240,000 560,000

正会員（年間）収入 160,000 200,000

（*）賛助会費（余剰会費分） 800,000 1,222,500

正会員収入　計 1,200,000 1,982,500

準会員収入 1,911,600 1,893,000

雑収入 50,100 50,085

寄付金 61,456

収入合計 3,161,700 3,987,041

支出

委員会運営費 550,000 488,568

通信費 304,000 585,071

旅費交通費 20,000 0

事務費・消耗費 77,000 41,828

会議費 40,000 104,760

雑費 140,000 43,070

口座徴収料金 60,000 50,294

慶弔費 30,000 0

人件費 300,000 280,700

水道光熱費 100,000 100,000

一般管理費　計 1,621,000 1,694,291

備品費 40,000 40,629

卒業記念品費 400,000 461,125

会報費 1,100,000 689,793

広報費 132,000

学園行事協力費 90,000 0

学園行事支援費 200,000 60,000

補助寄付金（奨学金） 500,000 1,000,000

予備費 40,000 0

業務運営費計 2,370,000 2,383,547

支出合計 3,991,000 4,077,838

収支差額 -829,300 -90,797

次期繰越金 9,347,216 9,256,419

令和三年度決算（案）

監　査　報　告　書

日本学園梅窓会
　会長　加藤海⼠郎　殿

　日本学園梅窓会　令和３年度決算については提⽰された
帳簿および証票類などを監査した結果その処理は適正に執
⾏されたことを認めます。

令和４年４⽉２６日
日本学園梅窓会　監事　稲垣　⼀郎

監事　熊倉　英⼈

大学合格並びに進路決定おめでとう。

四年制大学 専門職大学

国公立大学校

大学名 合格者数

青山学院大学 3

亜細亜大学 5

桜美林大学 8

神奈川大学 5

神奈川工科大学 1

関東学院大学 1

北里大学 3

杏林大学 4

工学院大学 3

國學院大學 3

国士館大学 9

駒沢大学 8

産業能率大学 1

芝浦工業大学 2

上智大学 1

湘南工科大学 1

尚美学園大学 3

駿河台大学 1

成蹊大学 1

成城大学 1

専修大学 7

大正大学 2

大東文化大学 4

高千穂大学 4

拓殖大学 3

多摩大学 13

玉川大学 3

中央大学 7

帝京大学 26

帝京科学大学 5

帝京平成大学 4

桐蔭横浜大学 1

東海大学 2

東京有明医療大学 2

大学名 合格者数

東京医療学院大学 2

東京経済大学 5

東京工科大学 4

東京工芸大学 2

東京国際大学 3

東京成徳大学 1

東京電機大学 4

東京都市大学 7

東京農業大学 2

東京薬科大学 3

東洋大学 9

東洋学園大学 2

獨協大学 5

日本大学 12

日本ウェルネススポーツ大学 1

日本工業大学 1

日本体育大学 1

日本文化大学 2

文京学院大学 2

法政大学 7

明海大学 2

明治大学 11

明星大学 7

目白大学 1

山梨学院大学 1

横浜商科大学 2

立教大学 4

立正大学 4

立命館大学 3

立命館アジア太平洋大学 1

流通経済大学 1

早稲田大学 8

大学名 合格者数

東京医療専門職大学 1

国際ファッション専門職大学 1

大学名 合格者数

岐阜大学 1

高崎経済大学 1

東京都立大学 1

北海道大学 1



賛助金ありがとうございます

■10万円 宮原　洋一 S34　　江成藤吉郎 S54
■８万円 加藤海士郎 S38
■５万円 福沢利三郎 S36
■３万円 富田　勝彦 S18　　大坪　陸三 S32　　松本　勝馬 S36
 野田　幸男 S41　　林　松治郎 S63
■２万８千円 山本　一郎 S23 
■２万 半田　敏久 S29　　桶下田雄三 S34　　蓮見　一之 S34
 池田　好孝 S35　　高橋　利男 S36　　佐久間慶一 S44
 斉藤　尚義 S50　　鈴木　八郎 S50　　柳田　紀之 S58
■１万８千円 楠本　　正 S43 
■１万５千円 城戸口大助 S63
■１万２千円 崇東　勇希 H26
■１万円 三好　　達 S20-5　　山田　元鏡 S22　　小岩井明夫 S29  
 猪狩　　節 S30　　蟻川　治男 S31　　藤枝　康一 S34  
 野島　　巧 S35　　長野作武郎 S36　　町田　洋司 S36  
 佐藤　昌幸 S40　　高橋　岩和 S40　　高橋　政一 S40  
 藪　　勇次 S42　　水越　好治 S43　　大森　康司 S56  
 笹木　　薫 S56　　内藤　政則 S57　　鈴木　　誠 S61  
 西川　和映 H15　　若山　大晃 S25　　薩川　友吾 H30
■９千円 小林　伸伍 H23
■８千円 飯田　久治 S27　　米田　利民 S28　　佐藤　公一 S29   
 三浦　輝雄 S33　　坂本　隆博 S42　　細渕　貴芳 S42   
 柳町　崇雄 S43　　大野　慎時 H30　　増田　伸二 R8
■７千円　 内野　　哲 S29　　宮本　栄介 S31
■６千円　 丹羽　義就 S25　　平山　誠一 S31　　峰岸　健一 S50   
 中島　　脩 H27
■５千円　 髙木　　光 S30　　宗村　隆博 S33　　植松喜代光 S36   
 上村　輝夫 S37　　山本　征正 S41　　京正　　等 S43   
 山本　　貢 S44　　細谷　洋太 S59　　磯野　弘三 S60   
 横山　　勉 H2
■４千円　 中山孝次郎 S17　　鈴木　秀明 S38　　三浦　昭夫 S48
■３千５百円　 小松　茂 S41 
■３千円　 高坂　和久 S19　　長田　藤治 S30　　千野　浩一 S34  
 戸崎　紀昭 S34　　風間　克美 S37　　中村　政信 S40   
 山崎　行雄 S44　　金子　隆一 S52
■２千円　 井上　秀夫 S22　　山内　久男 S24　　原　　喜平 S25   
 原　　　正 S29　　船橋　政徳 S30　　大高　好久 S31   
 舛田　昭夫 S33　　大内　照夫 S34　　三宅　義彦 S35   
 矢島良治朗 S35　　石綿　孝充 S36　　和田　英昭 S37   
 大井　克昭 S38　　大森　健次 S40　　綱頭　倭夫 S41  
 神代　泰男 S42　　相馬　正明 S42　　木崎　喜一 S43  
 小林　　修 S44　　柴田　　悟 S44　　小松　達佳 S45   
 小山　昌男 S45　　石田　和裕 S53　　西村　和広 S55   
 小竹　章嗣 S59　　丹野　広己 S60　　菊池　秀明 S62  
 畠山　晋一 H2 西郷　泰之 H3 岡川　貴浩 H7  
 黒松　大盛 H29 佐藤　　航 R2 向山　英司 R2 
 和知　修雅 R3

　賛助金のお申し出以外で、終身会費が払い込みにもかかわらず余計に
お支払い頂いた額を賛助金として入金させて頂きました。
　誠にありがとうございます。（令和3年4月1日から令和4年3月31日まで受付分）

国登録有形文化財　設計：今井 兼次（大正 2年卒業　建築家･早稲田大学名誉教授）国登録有形文化財　設計：今井 兼次（大正 2年卒業　建築家･早稲田大学名誉教授）国登録有形文化財　設計：今井 兼次（大正 2年卒業　建築家･早稲田大学名誉教授）

会員各位

　日本学園梅窓会の運営には、平素からご高配を賜り誠に有難うございます。
梅窓会の事業は、皆様の年会費と賛助会費（ご寄付）によって運営されておりますが、昨今は、急激な物価上昇により事業
活動の維持継続が困難となっており、これからも梅窓会が会員相互の親睦と啓発を継続できますよう、ＯＢの皆様の会費と
ご寄付が必要です。
　年会費は2,000 円です。　終身会費は40,000 円です。また、賛助会費（ご寄付）も受け付けております。
　※同封の払込票（郵便振替用紙）で納入をお願い申し上げます。

令和四年五月　日本学園梅窓会　会長　加藤海士郎（S38 年卒）

会費（賛助会費）納入のお願い

卒年／氏名／逝去年月日

S14 笹本　繁宏　R元 .10.8
S16 井上　　實　R3.11.11
S17 星野　嘉彦　H3.12.13
S17 恩田　利夫　
S17 久富　　潮　R3.12.18
S19 安田　明正　
S20（4）　小林　康光　H29.10.22
S20（5）　清原昭二郎　R3.1.25
S23 藤井　　健　R3.6.14
S25 渡辺　　豊　R3.6.28
S25 山室　和夫　R3.10.24
S28 松本　貴司　R4.1.2
S32 野島　孝夫　R3.3.16
S33 池田　　浩　R3.6.28

S34　藤枝　康一　H3.4.25
S34　松本　正彦　R元
S34　渡辺　　譲　R3.3.19
S34　大崎　嘉彦　R3.8.15
S34　小澤　孝好　R3.10.27
S34　高橋　喜義　R3.12.7
S35　松浦　忠彦　R3.1.14
S37　望月　勝邦　
S38　亀山　幸昭　R3.11.1
S38　川本　雅之　R3.11.2
S40　西本　晃彦　R元
S49　瀬川　　功　H30.5
S52　斉藤　　剛　R3.4
S60　武藤　滋朗　R2.4.15

哀悼（敬称略　順不同）

梅窓会会員の方がご逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。
（令和 3 年 4 月1日から令和 4 年 3月 31日まで受付分）

会費納入はカンタンです

＊年会費を納めておられる方で、終身会費に変更される方は、新たに4万円の納入をお願いします。
＊郵便局備え付けの振込用紙で振り込まれる方は、下記口座までお願いいたします。
　（但し、振込手数料は振込人払いとなります）
＊終身会費を納入されている方は郵便振替用紙の氏名の後の会員番号の後ろに 「♯」 を付してあります。

口座番号00110-6-6183　日本学園梅窓会

会費収入は梅窓会運営の基盤です。ご協力よろしくお願いいたします。
年 会 費 1口：2,000円以上 毎年1回／同封の郵便振替用紙で納入してください。
 年会費2口以上の2,000円を超える額は賛助会費に組み込みます。
終身会費 40,000円 最初の1回のみ同封の郵便振替用紙で納入してください。
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Baisou information.
� （2021/4/1～2022/3/31 単位：円）

令和三年度予算 令和三年度決算

収入

正会員（終身）収入 240,000 560,000

正会員（年間）収入 160,000 200,000

（*）賛助会費（余剰会費分） 800,000 1,222,500

正会員収入　計 1,200,000 1,982,500

準会員収入 1,911,600 1,893,000

雑収入 50,100 50,085

寄付金 61,456

収入合計 3,161,700 3,987,041

支出

委員会運営費 550,000 488,568

通信費 304,000 585,071

旅費交通費 20,000 0

事務費・消耗費 77,000 41,828

会議費 40,000 104,760

雑費 140,000 43,070

口座徴収料金 60,000 50,294

慶弔費 30,000 0

人件費 300,000 280,700

水道光熱費 100,000 100,000

一般管理費　計 1,621,000 1,694,291

備品費 40,000 40,629

卒業記念品費 400,000 461,125

会報費 1,100,000 689,793

広報費 132,000

学園行事協力費 90,000 0

学園行事支援費 200,000 60,000

補助寄付金（奨学金） 500,000 1,000,000

予備費 40,000 0

業務運営費計 2,370,000 2,383,547

支出合計 3,991,000 4,077,838

収支差額 -829,300 -90,797

次期繰越金 9,347,216 9,256,419

令和三年度決算（案）

監　査　報　告　書

日本学園梅窓会
　会長　加藤海⼠郎　殿

　日本学園梅窓会　令和３年度決算については提⽰された
帳簿および証票類などを監査した結果その処理は適正に執
⾏されたことを認めます。

令和４年４⽉２６日
日本学園梅窓会　監事　稲垣　⼀郎

監事　熊倉　英⼈

大学合格並びに進路決定おめでとう。

四年制大学 専門職大学

国公立大学校

大学名 合格者数

青山学院大学 3

亜細亜大学 5

桜美林大学 8

神奈川大学 5

神奈川工科大学 1

関東学院大学 1

北里大学 3

杏林大学 4

工学院大学 3

國學院大學 3

国士館大学 9

駒沢大学 8

産業能率大学 1

芝浦工業大学 2

上智大学 1

湘南工科大学 1

尚美学園大学 3

駿河台大学 1

成蹊大学 1

成城大学 1

専修大学 7

大正大学 2

大東文化大学 4

高千穂大学 4

拓殖大学 3

多摩大学 13

玉川大学 3

中央大学 7

帝京大学 26

帝京科学大学 5

帝京平成大学 4

桐蔭横浜大学 1

東海大学 2

東京有明医療大学 2

大学名 合格者数

東京医療学院大学 2

東京経済大学 5

東京工科大学 4

東京工芸大学 2

東京国際大学 3

東京成徳大学 1

東京電機大学 4

東京都市大学 7

東京農業大学 2

東京薬科大学 3

東洋大学 9

東洋学園大学 2

獨協大学 5

日本大学 12

日本ウェルネススポーツ大学 1

日本工業大学 1

日本体育大学 1

日本文化大学 2

文京学院大学 2

法政大学 7

明海大学 2

明治大学 11

明星大学 7

目白大学 1

山梨学院大学 1

横浜商科大学 2

立教大学 4

立正大学 4

立命館大学 3

立命館アジア太平洋大学 1

流通経済大学 1

早稲田大学 8

大学名 合格者数

東京医療専門職大学 1

国際ファッション専門職大学 1

大学名 合格者数

岐阜大学 1

高崎経済大学 1

東京都立大学 1

北海道大学 1


